




 IV検出された遺構と遺物

 SD1096(第308図、遺構平面図は付図参照)

 位置6-18グリッド。

 規模形態検出された長さ18.0m、幅2.9m前後、検出面からの深さ50cmを測る。東西に直線的に走る溝

 である。中央付近は削平されており検出面が低く、確認できなかった。西部を撹乱に切られる。底面は平坦で、

 壁面は急に立ち上がる。

 出土遺物須恵器系陶器甕(1、2)・鉢(3)、ロクロかわらけ(4)、手づくねかわらけ(5)、硯などが出土した。

 年代は13世紀頃であると思われる。

 SD1099(第309図、遺構平面図は付図参照、)

 位置6-15～5-17グリッド。

 規模形態検出された長さ43.2m、幅1.7m前後、検出面からの深さ90cmを測る。南北に直線的に走る溝
 である。北側をSK1481に、中央を撹乱に切られる。底面は平坦で、壁面は急に立ち上がる。
 出土遺物出土遺物はない。年代は中世に分類したSD1090やSD1092と平行に走るため、同時期であると考
 えられる。

 SD1104(第310図、遺構平面図は付図参照)

 位置5-12～6-15グリッド。

 規模形態検出された長さ南北52.0m×東西30.0m、幅2.1～4.6m、検出面からの深さ90～170cm
 を測る、L字状に屈曲する溝である。北端は調査区外にかかる。東端でSD1070、SD1092、SD1115と交差する。
 SD1077に切られる。底面は平坦で、壁面は急に立ち上がる。調査期間の関係で完掘することができなかった。
 出土遺物瓷器系陶器鉢(1)、ロクロかわらけ(2)、石鉢(3)、龍泉窯系青磁、白磁などが出土した。出土
 遺物は少なく、全体の形状がわかるものはない。『双葉町遺跡(山形城三の丸跡)発掘調査報告書近世編』
 では、本遺構を近世に分類した。ただし、前書でも指摘している通り、前書で掲載したトレンチには複数の
 遺構が絡んでいるが、出土した遺物の帰属を遺構ごとに区別できなかった。今回、再度出土遺物について精
 査した結果、前書で報告した以外のトレンチでは、明らかにSD1104に帰属する遺物は、前述した通り中世
 に年代が比定できるものであったため、本遺構を中世に訂正することとした。年代は幅があり、14～16世
 紀であると思われる。
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 SD1115(第311～312図、遺構平面図は付図参照)

 位置6-15～11-16グリッド。

 規模形態検出された長さ90.0m、幅3.7～5.5m、検出面からの深さ60～100cmを測る。東西に直線

 的に走る溝である。西端はSD1070、SD1092、SD1104と交差し、東端はSD1085と交差する。SD1118を切る。

 底面は平坦で、壁面は緩やかに立ち上がる。調査期間の関係で完掘することができなかった。

 出土遺物白磁皿(1)、龍泉窯系青磁皿(2)、龍泉窯系青磁碗(3)、瀬戸美濃系陶器皿(4)、須恵器系陶器

 擂鉢(5、6)・鉢(7)・甕(8)、瓷器系陶器鉢(9、10)・甕(11、12)、手づくねかわらけ(13)、瓦質土器

 花瓶(14)、五輪塔空風輪(15～20)・火輪(21)・水輪(22)・地輪(23)などが出土した。白磁皿(1)は

 端反の皿で白磁皿E群である。龍泉窯系青磁皿(2)は、口縁部が受け口状を呈し、内面に縦の凹面の削り

 が入る龍泉窯系青磁坏Ⅲ類である。龍泉窯系青磁碗(3)は、内面に片彫で草花状の文様と櫛描が描かれる

 龍泉窯系青磁碗Ⅰ類である。年代は幅があり、13～16世紀であると思われる。

 SD2002(第313図)

 位置1-20～2-21グリッド。

 規模形態検出された長さ19.7m、幅0.5m前後、検出面からの深さ20～30cmを測る。東西に直線的に

 走る溝である。西側は調査区外にかかる。SK2029、SK2064に切られる。底面はほぼ平坦で、壁面は急に立
 ち上がる。調査期間の関係で、完掘することができなかった。

 出土遺物須恵器系陶器甕(1)、柱状高台(2)、ロクロかわらけ(3)などが出土した。出土遺物は少なく、
 全体の形状がわかるものは少ない。年代は、12～13世紀であると思われる。
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 SD6018(第314図、遺構平面図は付図参照)

 位置12-6～12-7グリッド。

 規模形態検出された長さ25.1m、幅3.1m前後、検出面からの深さ60～90cmを測る。南北に直線的に

 走る溝である。北側は調査区外にかかる。南端でSD6035に交差する。底面は平坦で、壁面は急に立ち上がる。

 調査期間の関係で、完掘することができなかった。

 出土遺物龍泉窯系青磁碗(1)、るつぼ(2)、瓷器系陶器、瀬戸美濃系陶器、景徳鎮系磁器などが出土した。

 龍泉窯系青磁碗(1)は、外面に鎬蓮弁文が描かれる龍泉窯系青磁碗Ⅱ類である。年代は幅があり、14～16

 世紀であると思われる。

 SD6035(第315～320図、遺構平面図は付図参照)

 位置10-8～17-9グリッド。

 規模形態検出された長さ137.0m、幅2.1～5.0m、検出面からの深さ70～110cmを測る。東西に長く、

 緩いS字状のカーブを描きながら走る溝である。東側は調査区外にかかる。底面はほぼ平坦で、壁面は急に

 立ち上がる。調査期間の関係で完掘することができなかった。

 出土遺物白磁皿(1)、龍泉窯系青磁碗(2)、?洲窯系磁器碗(3)、景徳鎮系磁器皿(4)、古瀬戸瓶子(5)、

 瀬戸美濃系陶器皿(6)・擂鉢(12)、須恵器系陶器甕(7)・壷(8)、瓷器系陶器鉢(9)・擂鉢(10)、瓦質土

 器擂鉢(11)、肥前系陶器皿(13)・碗(14)、ロクロかわらけ(15)、とりべ(16)、内耳土堝(17)、硯(18

 ～20)、砥石(21)、古銭(22、23)、五輪塔空風輪(24～30)・火輪(31、32)・水輪(33)・地輪(34～

 35)、石臼(36)、石鉢(37～391)、鉄製鋤先(40)などが出土した。年代は、17世紀前半の所産である肥

 前系陶器(13、14)が出土しているが、瀬戸美濃の大窯第3段階後半から第4段階前半の折縁皿が出土した

 SK6067に切られるので、16世紀後半段階で溝の大半は埋没していたと考えられる。年代の上限は古瀬戸(5)

 などから14世紀頃であると思われる。
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 SD6077(第321図、遺構平面図は付図参照)

 位置15-8～15-9グリッド。

 規模形態検出された長さ7.7m、幅4.1m前後、検出面からの深さ70cmを測る。南北に直線的に走る溝

 である。南端はSD6035と交差する。北側を撹乱に切られる。底面はほぼ平坦で、壁面は急に立ち上がる。

 調査期間の関係で完掘することができなかった。

 出土遺物瓷器系陶器甕(1)、砥石(2)、石臼(3)などが出土した。出土遺物は少なく、全体の形状がわ

 かるものはない。年代は14～15世紀であると思われる。

 SD7003(第322図、遺構平面図は付図参照)

 位置2-22～4-22グリッド。

 規模形態検出された長さ33.8m、幅3.5m、検出面からの深さ30cmを測る。東西に直線的に走る溝である。

 西側は調査区外にかかる。SE7004に切られる。底面はほぼ平坦で、壁面は急に立ち上がる。調査期間の関

 係で完掘することができなかった。

 出土遺物瓷器系陶器甕(1)、ロクロかわらけ(2)、硯(3)などが出土した。年代は13～14世紀である

 と思われる。
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 SD10021(第323図、遺構平面図は付図参照)

 位置13-16～13-17グリッド。

 規模形態検出された長さ20.2m、幅0.7m前後、検出面からの深さ50～70cmを測る。南北に直線的に

 走る溝である。南端をSE10021に切られる。底面は丸みを帯び、壁面は急に立ち上がる。

 出土遺物瓷器系陶器鉢(1)、石鉢(2)などが出土した。出土遺物は少なく、全体の形状がわかるものはない。

 年代は14～15世紀であると思われる。

 SD10028(第324図、遺構平面図は付図参照)

 位置12-16～14-17グリッド。

 規模形態検出された長さ30.1m、幅0.3～0.6m、検出面からの深さ40cmを測る。南東から北西に直線

 的に走る溝である。SD10011、SD10021、SD10030に切られる。底面は狭く丸みを帯び、壁面は急に立ち上がる。

 出土遺物龍泉窯系青磁皿(1)、および混入と思われる土師器が出土している。出土遺物は少なく、全体の

 形状がわかるものはない。
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 SD11006(第325図、遺構平面図は付図参照)

 位置6-9～6-10グリッド。

 規模形態検出された長さ14.3m、幅3.3m前後、検出面からの深さ50～60cmを測る。南北に直線的に

 走る溝である。南側が調査区外にかかる。北側が撹乱に切られる。底面は平坦で、壁面は急に立ち上がる。

 出土遺物龍泉窯系青磁碗(1)、瓷器系陶器甕(2、3)などが出土した。出土遺物は少なく、全体の形状が

 わかるものはない。年代は14～15世紀であると思われる。

 (5)土壙墓

 SK354(第326図)

 位置8-7グリッド。

 規模形態長軸1.00m、短軸0.64m、検出面からの深さ18cmを測る。平面形態は隅丸方形を呈する。底

 面は平坦で、壁面は急に立ち上がる。人骨がほぼ完全な状態で検出された。頭位は北を向き、顔の正面が東

 向きになるように安置されていた。手足を曲げて埋葬される屈伸葬である。

 出土遺物永楽通寳(1～3)が人骨の肩のそばで出土した。

 SK355(第327図)

 位置8-7グリッド。

 規模形態長軸0.88m.、短軸0.71m、検出面からの深さ16cmを測る。平面形態は楕円形を呈する。底面

 は平坦で、壁面は急に立ち上がる。人骨は頭蓋骨と手足の骨の一部のみ検出された。頭位は東向きになるよ

 うに安置され、屈伸葬で埋葬されたと思われる。

 出土遺物出土遺物は人骨以外にはない。

 SK356(第327図)

 位置8-7グリッド。

 規模形態長軸0.79m、短軸0.73m、検出面からの深さ17cmを測る。平面形態は隅丸方形を呈する。底

 面は平坦で、壁面は急に立ち上がる。人骨は手足の骨の一部のみ検出された。屈伸葬で埋葬されていたと思

 われる。

 出土遺物出土遺物は人骨以外にはない。

 SK336(第328図)

 位置8-5グリッド。

 規模形態長軸0.56m、短軸0.47m、検出面からの深さ14cmを測る。平面形態は隅丸方形を呈する。底

 面は平坦で、壁面は急に立ち上がる。人骨は検出されなかったが、付近の土壙墓と形態が類似していること

 から、土壙墓に分類した。

 出土遺物出土遺物はない。
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 SK337(第328図)

 位置8-5グリッド。

 規模形態長軸1.06m、短軸0.59m、検出面からの深さ20cmを測る。平面形態は楕円形を呈する。底面

 は平坦で、壁面は急に立ち上がる。人骨は検出されなかったが、付近の土壙墓と形態が類似しているので、

 土壙墓に分類した。

 出土遺物出土遺物はない。

 SK342(第328図)

 位置8-5グリッド。

 規模形態長軸0.66m、短軸0.42m、検出面からの深さ11cmを測る。平面形態は楕円形を呈する。底面

 は平坦で、壁面は急に立ち上がる。人骨は検出されなかったが、古銭が2枚出土したことと、付近の土壙墓

 と形態が類似しているので、土壙墓に分類した。

 出土遺物古銭(1)が出土した。

 SK3021(第329図)

 位置18-13グリッド。

 規模形態長軸1.00m、短軸0.96m、検出面からの深さ27cmを測る。平面形態は円形を呈する。底面は

 平坦で、壁面は急に立ち上がる。

 出土遺物人骨が検出されたが、遺存状態が悪く、部位は特定できない。古銭(1～5)が出土した。図化

 しなかったが、銭種が特定できない破片が出土しているので、埋葬された古銭は6枚であると考えられる。

 SK1002(第330図)

 位置7-9グリッド。

 規模形態長軸0.94m、短軸0.74m、検出面からの深さ10cmを測る。平面形態は隅丸方形を呈する。底

 面は平坦で、壁面は急に立ち上がる。人骨は検出されなかったが、古銭が6枚出土しているので土壙墓に分

 類した。

 出土遺物古銭(1～6)が出土した。すべて永楽通寳である。

 SP10011(第330図)

 位置17-16グリッド。

 規模形態長軸0.77m、短軸0.74、検出面からの深さ39cmを測る。平面形態はやや崩れた楕円形を呈す

 る.底面はやや丸みを帯び、壁面は急に立ち上がる。人骨は検出されなかったが、古銭が3枚出土している

 ことと、付近の土壙墓と形態が類似しているので、土壙墓に分類した。

 出土遺物古銭(1～3)が出土した。

 SK10273(第331図)

 位置14-15グリッド。
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 規模形態長軸1.16m、短軸0.74m、検出面からの深さ32cmを測る。平面形態はやや崩れた楕円形を呈

 する。底面はほぼ平坦で、壁面は急に立ち上がる。人骨は検出されなかったが、古銭が4枚出土しているこ

 とと、付近の土壙墓と形態が類似しているので、土壙墓に分類した。

 出土遺物古銭(1～4)が出土した。

 (6)性格不明遺構

 SX1022(第332図)

 位置3-16～3-17グリッド。

 規模形態長軸4.02m、検出面からの深さ175cmを測る。平面形態は円形を呈する。東側を撹乱に切られる。

 底面は平坦で、壁面は下半が垂直に、上半が緩やかに立ち上がる。壁面の北側の一部に廃棄されたと思われ

 る礫が検出された。

 出土遺物須恵器系陶器擂鉢(1)、砥石(2、3)、磨石(4)などが出土した。出土遺物は少なく、全体の形

 状がわかるものはない。

 SX10002(第333図)

 位置16-17～17-17グリッド。

 規模形態長軸6.02m、短軸3.94m、検出面からの深さ44cmを測る。平面形態は崩れた方形を呈する。

 底面には10～50cmほどの礫が、方形に2段ほど積まれている施設が検出された。底面は、礫の内側が外側

 より30～50cm低くなっている。

 出土遺物瀬戸美濃系陶器皿(1)、須恵器系陶器甕(2)・擂鉢(3)、手づくねかわらけ(4)、石鉢(5)な

 どが出土した。出土遺物は少なく、全体の形状がわかるものはない。年代はやや幅があり、14～16世紀で

 ある。
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 Vまとめ

 Vまとめ

 1縄文時代

 縄文時代に確実に帰属する遺構は、土坑が1基、陥穴状遺構が3基検出された。これらは14-13～15

 -15グリッドに集中している。時期が判別できる遺物は非常に少ないが、SK10165出土の深鉢は後期前半

 の年代観が与えられる。

 陥穴状遺構はすべて平面形態、断面形態ともに長方形を呈し、底面が比較的広く、逆茂木などの底部施設

 がない。これらは6～9mの間隔で直線状に並んでいるので、狩猟の場に仕掛けられた互いに関連する陥穴

 であると推測される。

 竪穴住居などの居住施設は検出されなかったため、縄文時代において本遺跡は居住域ではなく、主に狩猟

 の場として利用されたと考えられる。

 2古墳時代から奈良・平安時代

 竪穴住居が94棟、掘立柱建物跡が1棟、土坑が30基、ピットが2基、井戸が9基、溝が10条、性格不

 明遺構が1基、河川が1本検出された。

 遺構が比較的集中している時期は、4世紀、6～7世紀、8世紀後半～9世紀前半である。

 4世紀の遺構は、16-12～18-14グリッドに集中している。この時期の竪穴住居はST3005を代表とす

 るように、燃焼施設は炉である。この住居からは土師器がまとまって出土し、良好なセット関係を示してい

 る。時期は辻編年のⅡ-2～Ⅲ-1期であると考えられる[辻1995]。

 6～7世紀になると遺構の立地範囲は一気に拡大し、調査区の南北のほぼ中央で、東西に長く帯状に分布(5

 -12～17-17グリッド)する。この地区は、南北の地区より標高が約1～2mほど高くなっており、東

 西に長い自然堤防の様相を呈する。この微高地に重なるように、遺構が分布している様相を示している。

 この時期の竪穴住居の燃焼施設はカマドが多く、カマドが検出された住居では、北壁もしくは北西壁にか

 けて取り付けられる場合が多い。その理由として、風向きや景観への配慮などからなる集落内規制などが考

 えられるが、はっきりした原因は不明である。また、住居の構造として、住居内に4本の主柱穴および周溝

 をめぐらすタイプが多いのも特徴である。

 8世紀後半～9世紀前半にかけては、遺構の分布域はさらに広がり、標高がやや低い調査区の北側および

 南側の地区(7-12～18-19グリッド)にも立地するようになる。この時期の竪穴住居も、6～7世紀と

 同様に、カマドは北壁および北西壁に取り付けられ、一辺が3～5mで、住居内に4本の主柱穴を持ち、周

 溝をめぐらすものが多い。

 ただし、特殊な例もみられ、ST10003は住居の一辺が7m前後と他の住居と比べて大きく、2時期が確認され、

 古い時期の住居は主柱穴を4本持つタイプではなく、壁柱穴をめぐらすタイプである。また、この住居は出

 土遺物が量、種類ともに非常に多く、双耳坏、長頚壷、横瓶などが出土しているので、2時期がいずれにお

 いても、他の住居と階層性などを異にすると考えられる。

 掘立柱建物はSB2002の1棟のみ検出された。本来はより多くの掘立柱建物があったのであろうが、後世

 の撹乱などにより、検出例が限られてしまったと考えられる。

 3中世
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 掘立柱建物跡が1棟、土坑が28基、井戸が7基、溝が21条、土壙墓が10基、性格不明遺構が2基検出された。

 溝は調査区のほぼ全域に分布し、土壙墓は調査区の北東側(7-6～8-7グリッド)に一部が集中する傾

 向がある。それ以外の遺構は古墳時代から古代の遺構と同様で、調査区の南北の中央で東西に帯状に分布(3

 -15～16-20グリッド)する。中世に分類した遺構は、古代や近世以降の遺構との重複が激しく、年代

 観は検討の余地を残す場合が多い。また、土坑や井戸の数と比較して掘立柱建物などの居住施設が非常に少

 ない。柱穴は検出されており、柱穴群の組み合わせば今後の検討課題である。

 中世に分類した土坑や井戸は、12世紀後半から13世紀代に集中する傾向がある。このなかで、比較的出

 土遺物の良好なセットが認められる遺構には、SK6100、SK8079、SE1043、SE10006、および『双葉町遺跡(山

 形城三の丸跡)発掘調査報告書近世編』で報告した近世遺構の出土遺物の中に、12世紀後半から13世紀

 代のまとまった資料が認められるSK1405などがある。出土内容は、陶磁器類は龍泉窯系青磁碗Ⅰ類、珠洲

 編年のII期前後に比定される須恵器系陶器、瓷器系陶器の甕や鉢類である。

 土器類はロクロかわらけが、口径14cm前後でナデにより体部に段を有するタイプ、口径9～11cm前後で

 薄手の浅いタイプ、同じく口径9～11cm前後で厚手のタイプがある。手づくねかわらけは、口径14cm前後

 でナデが丁寧で口縁端部が面取りされるタイプ、口径が11～12cm前後で前者と同様に口縁端部が面取りさ

 れるタイプ、口径が7～9cmでナデが簡略化され浅いタイプ、口径7cm前後で底径が大きく口縁断面が三角

 形を呈するいわゆるコースター型かわらけがある。

 この時期、当地域は大山荘の中に位置する。王家領荘園として12世紀半ば以前に立荘した大山荘は、鎌

 倉幕府成立当初に補任された地頭は不明だが、鎌倉中期以降は得宗家領となっていたと考えられており、南

 北朝期までは確実に存続していた[網野ほか1990]。また、南北朝期の史料では上下両荘に分割されていた

 ことが知られるが(「相馬文書」)、本遺跡は下大山荘のほぼ中央に位置する。貿易陶磁やかわらけなどの様

 相から、本遺跡は大山荘内の拠点的な集落として機能していたと推定することができる。

 14世紀から16世紀にかけては、溝や土壙墓は検出されたが、それ以外の遺構は希薄である。溝に関しては、

 調査期間の関係で完掘できなかった遺構が多く、性格や年代などを特定できない場合が多い。このような制

 限の中で特徴としていえることは、幅が4～5mと規模が大きく、東西および南北に直線的に走る溝が多い

 ことがあげられる。年代の上限に関してははっきりした知見は得られないが、下限は、例えばSD6035は瀬

 戸美濃の大窯第3段階後半から第4段階前半の折縁皿[藤沢1991]が出土したSK6067に切られるので、お

 およそ16世紀後半に比定できる。土壙墓に関しても、共伴した古銭から、おおよそ15～16世紀の年代が

 与えられる。

 南北朝動乱期にあたる延文元年(1356)に羽州管領として斯波兼頼が山形に入部し、以後最上氏として戦

 国大名に成長する過程は、斯波氏および最上氏が当地域の歴史を規定する時代といえよう。本遺跡において、

 前述した規模の大きい溝の出現がおおよそ14世紀代であると考えられるが、この大規模な土地の改変は、

 南北朝期の動乱にともなう斯波兼頼の入部という政治的画期が一つの理由として考えられる。

 また、溝や土坑、井戸から五輪塔が多く出土するのが特徴だが、土壙墓の存在とあわせて考えると、当地

 域は中世後期に墓域として利用されたと推定できる。

 近世初頭の最上氏時代の山形城下町絵図(「最上家在城諸家中絵図」など)によると、調査区内に「勝因寺」

 という寺院が存在する事が確認される。勝因寺は臨済宗寺院で、寺伝によると弘安9年(1286)に飯塚口に

 建立されたが、絵図面の位置に16世紀に移転されたと伝えられている。13世紀から17世紀前半に比定し

 たSD120は、絵図面の勝因寺の位置にほぼ一致する場所で検出された。遺構の年代に関しては、勝因寺が移

 転したと伝えられる16世紀よりも遡る時期から存続しているため、既存の方形館のような施設に勝因寺が

 移ったとも推測できるが確証はない。ただ、絵図面および史料上の勝因寺と深い関係があると考えられる。

 以上、遺跡の性格を考えてみたが、今後検討の余地を大いに残している。
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